
大
栄
町
の
誕
生

　
昭
和
30
年
4
月
、
県
北
部
の
北
総
台

地
に
位
置
す
る
大
須
賀
村
と
昭
栄
村
の

2
村
が
合
併
し
て
新
た
な
町
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
町
の
名
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
名
前
か
ら
1
文
字
ず
つ
と
っ
て
「
大

栄
町
」
。
当
時
の
人
口
は
1
万�

1
、
9�

5�

4
人
で
し
た
。
翌
月
町
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
初
代
町
長
に
佐
藤
重
郎
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
待
望
の
町
役
場
庁
舎
が
昭
和
31
年
、

伊
能
地
区
に
建
て
ら
れ
る
と
、
町
政
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
庁
舎
は
老
朽
化
に
加
え
、

手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
昭
和
46
年
6
月
、

国
道
51
号
に
面
し
た
松
子
城
跡
の
一
隅

に
新
た
な
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
旧

町
役
場
跡
に
は
現
在
、
大
栄
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
上
小
と
桜
田
小
が
創
設

　
合
併
し
た
大
栄
町
で
は
、
教
育
環
境

の
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
合
併
当
時
、
町
内
に
は
前
林
、
津
富

浦
、
大
須
賀
の
3
つ
の
小
学
校
と
、
奈

土
、
村
田
、
桜
田
、
新
田
の
4
つ
の
分

校
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
前
林
・

津
富
浦
小
学
校
の
一
部
と
新
田
分
校
が

統
合
さ
れ
、
昭
和
32
年
4
月
、
大
栄
町

立
第
三
小
学
校（
現
川
上
小
）が
開
校
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
、
大
須
賀
小
学

校
の
分
校
だ
っ
た
桜
田
分
校
が
独
立
し

て
桜
田
小
学
校
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
る
2
分
校
は
、
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
、
昭
和
49
年
ま
で
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　
中
学
校
は
合
併
当
時
、
大
須
賀
・
昭

栄
中
学
校
の
2
校
で
し
た
。
生
徒
数
の

減
少
な
ど
か
ら
2
校
は
統
合
さ
れ
、
昭

和
58
年
に
大
栄
中
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。発

展
す
る
交
通
網
と
物
流
拠
点

　
昭
和
41
年
に
決
定
し
た
、
成
田
空
港

の
建
設
は
、
町
の
一
部
が
空
港
に
隣
接

す
る
大
栄
町
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
に
国
道
51
号
が
舗
装
さ
れ
、

昭
和
60
年
に
東
関
東
自
動
車
道
の
成
田

―
大
栄
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
空
港
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
都
心
や
鹿
島

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
を
生
か
し
て
、
昭
和
59
年
か
ら
吉
岡

シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
⑨

大
栄
町
の
歩
み

伊能地区にあった初代町役場庁舎

現在の大栄地区

大
栄
町（
現
成
田
市
大
栄
地
区
）は
、
中
央
部
を
東
関
東
自
動
車

道
が
走
り
、
国
道
51
号
も
東
西
に
横
断
す
る
な
ど
、
交
通
ア
ク

セ
ス
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。
今
回
は
大
栄
町
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
す
。
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地
区
で
大
栄
工
業
団
地
の
造
成
工
事
が

進
め
ら
れ
、
昭
和
62
年
3
月
に
終
了
し

分
譲
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
空
と
陸
を
結
ぶ
物
流
の
拠
点

と
な
る
べ
く
、
堀
籠
・
村
田
地
区
に
大

栄
物
流
団
地（
現
成
田
新
産
業
パ
ー
ク
）

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
と
米
の

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

　
大
栄
町
で
は
合
併
当
初
か
ら
、
土
地

改
良
と
畑
作
へ
の
転
換
が
推
し
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
昭
和
40
年
代
半
ば
か

ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
量
が
飛
躍
的

に
増
え
、
昭
和
58
年
に
は
収
穫
量
が
県

内
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
栄
町
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

そ
の
味
の
良
さ
で
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
有
名
な
の

昭和33年当時の大須賀中学校

合併に伴い閉町式が挙行

皇太子夫妻（当時）が
伊能幼稚園を訪問（昭
和48年）

桜田小学校
第1回卒業生

復活した伊能歌舞伎

地域住民が熱演

　大須賀大神の例大祭の奉納芝居として
約300年の歴史を持つ伊能歌舞伎は、娯
楽の多様化などに伴い、昭和40年の公演
を最後に上演が途絶えてしまいました。
しかし、町民の熱意と努力により、平成
11年に34年ぶりに復活。現在も定期的
に公演が行われ、ことしも11月9日㈰に
大栄公民館プラザホールで開催されます。

は
、
何
年
に
も
わ
た
る
試
行
錯
誤
の

末
に
作
り
出
さ
れ
た
「
大
栄
愛ま
な
む
す
め

娘
」
。

名
前
に
は
、
品
種
改
良
に
励
む
父
を
応

援
し
な
が
ら
収
穫
を
見
ず
に
亡
く
な
っ

た
娘
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
理
由
で
、
農
業
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
人
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
伊
能
地
区
に
あ
る
耕
作
放
棄
さ

れ
た
水
田
を
再
生
さ
せ
て
米
を
作
ろ
う

と
、
平
成
15
年
に
地
元
有
志
が
研
究
会

を
設
立
し
ま
し
た
。
食
味
の
良
い
米
作

り
に
こ
だ
わ
り
、
栽
培
基
準
を
厳
し
く

管
理
し
、
平
成
16
年
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
米

と
し
て
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

名
も
「
伊
能
歌
舞
伎
米
」
。
平
成
11
年

に
34
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
伊
能
歌
舞
伎

に
ち
な
み
、
地
域
の
誇
り
と
願
い
を
込

め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「大栄町の歩み」
Narita Chronicle

昭和30年 4月 大須賀村・昭栄村が合併して
大栄町が誕生

昭和31年 2月 役場新庁舎が完成

昭和36年 伊能歌舞伎が県指定無形民
俗文化財に指定

昭和45年11月 町の木がサザンカに決定
昭和58年 4月 大栄中学校が開校

昭和60年 2月 東関東自動車道大栄インター
が開通

昭和61年 4月 大栄B＆G海洋センターがオープン
12月 大栄工業団地が完成

平成 3年12月 大栄町コミュニティプラザホー
ルがオープン

平成 6年 1月 福祉センターがオープン
平成11年 11月 伊能歌舞伎が復活
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